
KEN の算数・数学教室 №7 変数分離形の応用例（空気抵抗がある場合の自由落下） 

 

 

 

 

 

【解 答 欄】 

空気中を鉛直下向きに落下する物体が速度に比例する空気抵抗を受けるとき，落ち始め

てから𝑡秒後の物体の速度を𝑣 を𝑚，𝑔，𝑘を用いて表せ。ただし，初速度（落ち始めたときの

速度）は 0，物体の質量は𝑚，重力加速度を𝑔，空気抵抗を𝑘 とする。 

【対象：大学生以上】 


